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地域支援事業担い手要請研修事業 ”ICT活用研修”

～人生100年時代への挑戦～



シンポジウム事例発表会
『グループLINEを活用した、

安心安全と地域活性化のまちづくり』
～人生100年時代への挑戦～

わが地域のご紹介

現状と課題、取組み

ICT活用研修（スマホ研修）について

グループLINEの活用事例

気づいたこと・・・・・



厚木市のご紹介

◼ どんなところ（特徴）

交通アクセスが自慢の街です

豊かな自然が自慢の街です

良質な温泉が自慢の街です

多くの人が集まる街です

住みたい街ランキング2024（首
都圏版）第1位に本厚木駅！！

◼「米海軍厚木基地」のない街です



厚木市しあわせクラブ連合会

単位クラブ数： ７４クラブ

１５地区

会員数： 約３３００人

◆小鮎地区しあわせクラブ連合

➢単位クラブ数： ９クラブ

➢会員数： 約３２０人



小鮎地区の問題点（インテリジェンス）

1.現状と課題
1)役員会や行事などで案内
通知など電話での連絡網
では時間がかかったり、
内容が伝わらないことが
ある

2)役員の事務量が大きく負
担が大きく役員の改選が
困難な原因の一つ

2. 効果

1)時間短縮や正確性を
確保できる

2)事務局の負担軽減

3)スマホの不安解消（セ
キュリティなど）

LINE
の
活用



ICT活用研修（スマホ研修）

研修テーマ：

シニアだってスマホができるんだ ⇒スマホの活用

スマホアプリ LINEを使ってみよう

目標・目的
 LINEアプリケーションに親しむ（トーク・写真・ビデ

オなど）
 役員間・各クラブ内のグループLINEの作成



研修概要

回 数 日 程 研修内容

第１回 令和6年11月12日
LINEの取得、文字や音声での
入力方法、友だち追加

第２回 令和7年1月12日 グループLINEの作成・招待

第３回 令和7年3月4日 LINE会議の方法・その他、

講師陣 スマボラ４名（厚木市の紹介）報償費ゼロ

研修対象者
ビギナーからベテランまで全て
（段階分けで手ほどき指導）



グループLINEの活用事例 １
小鮎地区しあわせクラブ連合会 役員会議

（今年度から運用）

◼ 定例会議等の議案事前通知

◼ 各種行事の調整や参加募集等

◼ その他



役員間のアクティブな情報交換



グループLINEの活用事例 ２

飯山モナミバジルクラブ（今年度の成団体）

結成の動機：能登半島地震では孤立集落による被害が
拡大した経験から自助・共助を確立するた
め（公助は期待できない）



飯山モナミバジルクラブ（概要と活動）
◆ 地域の貢献を目的に幅広い社会参加促進の

ための諸事業

◆ 福祉の増進を図るため防災等に特化した次

世代型の新たな組織作り

◆ グループLINEを活用したコミュニケーショ

ンづくり



飯山モナミバジルクラブ（概要と活動）

 令和6年4月1日 飯山モナミバジルクラブを発足

会員数45人

 平均年齢 69歳

 グループLINE加入が原則（ほぼ全員）

 上飯山自治会内 79世帯で29世帯が加入



活動の記録（1）

• 6/30 情報収集訓練等 • 10/26 ３D講習会



グループLINEの活用

◆通常のお知らせのほか

◆特に特殊詐欺や強盗などの防犯

◆地震や風水害等の防災など



グループLINEの活用（防犯）



防災（2024/8/9 19：58）厚木市震度5弱



効果（安心安全の確保）



グループLINEの運用で気づいたこと

◆スタンプの多用は、情報が隠れてしまう⇒「リアクションアイコ
ン」

◆ファイルの添付は、PDFより画像データJPEGなどを使用した方
が見やすい

◆映像（ビデオ）もデータ（ｍｐ４など）でなく写真で貼り付けた方が
見やすい

◆既読無視も気にしない・・・・でも歓迎されると嬉しい！

⇒「リアクションアイコン」LINE新機能トーク長押し

◆個人情報・プライバシーには、十分な配慮を要する



研修を通して・・・・むすび

佐藤一斎（江戸時代の儒学者）

少にして学べば、則ち壮にして為すこと有り、壮にして学
べば、則ち老いて衰えず、老いて学べば、則ち死して朽ちず

知行合一
王陽明 （古代中国思想家 陽明学）



C’est fini

制作・著作

厚木市しあわせクラブ連合会

小鮎地区しあわせクラブ連合会

飯山モナミバジルクラブ

できる できないでなく、 やるか やらないか
である
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